(2) 気候
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降水量

（mm）

72.6 128.0 116.8 135.4 85.6 87.3 138.1 88.8 54.4 39.6 64.2 95.0 1105.8

平均気温

（℃）

15.2 19.8 23.9 27.7 28.9 25.6 19.3 13.7 8.7 5.9 7.1 9.2 17.1


流域内の気候は、温暖で降水量の少ない「瀬戸内海式気候」に属し、近傍の大阪管区気象台管理の堺観測所における平成14年から平成21年までの気象データによると、年平均気温は17℃と温暖で、年平均降水量は1,105㎜となっており、全国平均値1,700㎜に比較して少ないという特徴があります。
また、降水量が少ないことから、農業用水の確保のため、ため池が多く存在しています。
表1-3　月別降水量・平均気温一覧表
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（堺観測所（気象庁）の平成14年度から平成21年度の平年値）
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図1-4　月別降水量・平均気温
(3) 
自然環境
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河口域では、汽水域に生息する魚であるボラが確認されています。しかし、植物はほとんど見られません。

下流域（河口～南海本線）では、ボラやコイ、ミシシッピアカミミガメが確認されています。植生は、コンクリートブロック積み護岸の隙間等にギシギシやセイタカアワダチソウ、ヨモギ等が見られます。

中流域（南海本線～鶴田池）では、魚類を確認できていませんが、甲殻類のスジエビ、貝類のマルタニシ、は虫類のクサガメ、鳥類のコサギ、ゴイサギ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグロセキレイが確認されています。植生は下流域と同様ですが、一部にはツルヨシやススキが見られ、サクラが植栽されている区域も存在します。また、府道大阪和泉泉南線より上流では、河川内の堆積土砂が多く、そこに植生したオギ、ツルヨシ、ジュズダマ等が見られます。外来種も確認されています。

上流域（鶴田池より上流）では、そのほとんどが自衛隊の演習地となっているため、自然生態系に大きな変化がなく、豊かな自然環境が残されています。鳥類では、ウズラ、ヨシゴイ、ハチクマ等の貴重種を含む100種を超える野鳥が確認されており、昆虫類ではハッチョウトンボやジャノメチョウ、ウスバカマキリ等の貴重種が確認されています。植物では、ススキの群集地となっているほか、草原性や湿地性の植物が多く見られます。
1 植物
芦田川流域の植生状況は、鶴田池より下流部は市街地となっています。一部に水田雑草群落が見られるほか、河口部の浜寺公園部にはクロマツ植林地が見られます。鶴田池より上流部は、ススキの群集地となっています。ここでは、草原性や湿地性の植物が多く見られます。
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図1-5　現存植生図（昭和56年：環境庁）

a)現地確認種

芦田川流域では、植物調査は行われていませんが、2003年11月に実施した現地踏査において河道沿いに35種の野草が確認できました。市街地を流れる水路は、コンクリートブロック積みやコンクリートによる三面張水路であるため、植物相は貧弱であり、外来種も確認されています。また一部にはサクラが植栽されている区域も存在します。
表1-4　芦田川で見られた植物一覧表（2003.11）
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種目 学名

①
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移

入

種

1ｱﾌﾞﾗﾅ科 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ属 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa

2ｲﾈ科 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ属 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ○

3ｲﾈ科 ﾒﾋｼﾊﾞ属 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris

4ｲﾈ科 ｽｽｷ属 ｽｽｷ Miscanthus sinensis

5ｲﾈ科 ｷﾋﾞ属 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ○

6ｲﾈ科 ｽｽｷ属 ｵｷﾞ Miscanthus sacchariflorus

7ｲﾈ科 ﾖｼ属 ﾂﾙﾖｼ Phragmites japonica

8ｲﾈ科 ｳｼｸｻ属 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ○

9ｲﾈ科 ﾁｶﾞﾔ属 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica ver.koenigii

10ｲﾈ科 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ属 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis

11ｲﾈ科 ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ属ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ Coix lacryma-jobi

12ｲﾈ科 ﾖｼ属 ﾖｼ Phragmites australis

13ｲﾈ科 ﾖｼ属 ｾｲﾀｶﾖｼ Phragmites karka

14ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ属 ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium falcatum

15ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ科 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ属 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ Mirabilis jalapa

16ｷｸ科 ﾖﾓｷﾞ属 ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps

17ｷｸ科 ﾉｹﾞｼ属 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ○

18ｷｸ科 ﾑｶｼﾖﾓｷﾞ属 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ○

19ｷｸ科 ｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ属ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻBidens frondosa ○

20ｷｸ科 ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ属ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ○

21ｷｸ科 ｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ属ｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens biternata

22ｸﾜ科 ｶﾗﾊﾅｿｳ属 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus

23ﾀﾃﾞ科 ｷﾞｼｷﾞｼ属 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius ○

24ﾀﾃﾞ科 ｲﾀﾄﾞﾘ属 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica

25ﾀﾃﾞ科 ｲﾇﾀﾃﾞ属 ｲｼﾐｶﾜ Persicaria perfoliata

26ﾀﾃﾞ科 ｷﾞｼｷﾞｼ属 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus

27ﾂｽﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ属ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus

28ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ属 ﾂﾕｸｻ Commelina communis

29ﾅｽ科 ﾅｽ属 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum

30ﾊﾞﾗ科 ｷｲﾁｺﾞ属 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius

31ﾋﾕ科 ｲﾇﾋﾞｴ属 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus－galli

32ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ属 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa ver.heterophylla

33ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾌﾞﾄﾞｳ属 ｴﾋﾞﾂﾞﾙ Vitis ficifolia var.lobata

34ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾔﾌﾞｶﾗｼ属 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica

35ﾑｸﾛｼﾞ科 ﾌｳｾﾝｶｽﾞﾗ属ﾌｳｾﾝｶｽﾞﾗ Cardiospermum halicacabum ○

No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類

科名


表1-5　芦田川で見られた樹木一覧表（2003.11）
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移
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1ｳﾙｼ科 ｳﾙｼ属 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea

2ｸﾞﾐ科 ｸﾞﾐ属 ｱｷｸﾞﾐ Elaeagnus umbellata

3ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科ｱｶﾒｶﾞｼﾜ属 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus

4ﾄﾍﾞﾗ科 ﾄﾍﾞﾗ属 ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira

5ﾆﾚ科 ﾆﾚ属 ｱｷﾆﾚ Ulmus parvifolia

6ﾆﾚ科 ｴﾉｷ属 ｴﾉｷ Celtis sinensis varjaponica

7ﾊﾞﾗ科 ｻｸﾗ属 ｿﾒｲﾖｼﾉ Prunus×yedoensis

8ﾏﾒ科 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ属 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudoacacia ○

9ﾓｸｾｲ科 ｲﾎﾞﾀﾉｷ属 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum

10ﾓｸｾｲ科 ｲﾎﾞﾀﾉｷ属 ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum lucidum



No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類

科名



2 
昆虫類
a)現地確認種

芦田川流域では、昆虫類調査は行われておりません。
b)文献確認種

大阪府レッドデータブックによると、泉北地域には次のような重要な昆虫類が生息していると示されています。
表1-6　泉北地域で生息に関する情報が報告されている保護上重要な種（昆虫類）
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目名 科名 種目 学名

①

環

境

省

レ

ッ

ド

Ｌ

②

近

畿

レ

ッ

ド

Ｄ

③

大

阪

府

レ

ッ

ド

Ｄ

1

ﾄﾝﾎﾞ目

ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ﾍﾞﾆｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ceriagrion nipponicum Ⅱ 準

2 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ科ｺﾊﾞﾈｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes japonicus Ⅱ 準

3 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ科 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiopblebia superstes 準

4 ﾑｶｼﾔﾝﾏ科 ﾑｶｼﾔﾝﾏ Tanypteryx pryeri  準

5 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ｷｲﾛｻﾅｴ Asiagomphus pryeri  準

6 ｱｵｻﾅｴ Nihonogomphus viridis  準

7 ﾔﾝﾏ科 ﾈｱｶﾖｼﾔﾝﾏ Aeschnophlebia anisoptera  Ⅱ

8 ｱｵﾔﾝﾏ Aeschnophlebia longistigma  Ⅱ

9 ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ Anaciaeschna martini  Ⅱ

10 ｵｵﾙﾘﾎﾞｼﾔﾝﾏ Aeshna nigroflava  準

11 ｻﾗｻﾔﾝﾏ Oligoaeschna pryeri  準

12 ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ Somatochlora clavata  準

13 ﾄﾝﾎﾞ科 ｵｵｷﾄﾝﾎﾞ Sympetrum uniforme Ⅱ Ⅰ

14 ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ Nannophya pygmaea  準

15 ﾅﾆﾜﾄﾝﾎﾞ Sympetrum gracile Ⅱ 準

16 ﾈｷﾄﾝﾎﾞ Sympetrum speciosum speciosum  準

17ｶﾏｷﾘ目 ｶﾏｷﾘ科 ｳｽﾊﾞｶﾏｷﾘ Mantis religiosa  Ⅰ

18ﾊﾞｯﾀ目 ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ｶﾔｷﾘ Pseudorhynchus japonicus 準

19 ﾊﾞｯﾀ科 ｾｸﾞﾛﾊﾞｯﾀ Euprepocnemis shirakii  準

20ｺｳﾁｭｳ目 ｵｻﾑｼ科 ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Scarites sulcatus  準 Ⅰ

21 ｷﾊﾞﾅｶﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼArmatocillenus yokohamae 情 Ⅰ

22 ｳﾐﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Sakagutia marina  Ⅰ

23 ﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ Scarites aterrimus Ⅱ

24 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｱｶﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ Poecilophilides rusticola  Ⅱ

25 ﾎﾀﾙ科 ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ Hotaria parvula 準

26 ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ｼﾞｭｳｸﾎｼﾃﾝﾄｳ Anisosticta kobensis  準

27 ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ Hippodamia tredecimpunctata  準

28 ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ﾓﾓｸﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Toxotinus reini 準

29 ﾑﾈﾏﾀﾞﾗﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus grayii grayii 準

30 ｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ Parechthistatus gibber gibber  準

31 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾋﾒﾙﾘｶﾐｷﾘ Praolia citrinipes  準

32ﾁｮｳ目 ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Leptalina unicolor  準 Ⅱ

33 ｼﾛﾁｮｳ科 ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ Eurema laeta betheseba  Ⅱ Ⅰ

34 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ｳﾗﾅﾐｱｶｼｼﾞﾐ Japonica saepestriata Ⅱ

35 ﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Neozephyrus japonicus  準

36 ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ Argyronome laodice japonica  準

37 ｵｵﾑﾗｻｷ Sasakia charonda 準 準

38 ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｺｳﾁｽｽﾞﾒ Smerinthus tokyonis 準

No.

分　　　　　　　　　　類 貴重種の抽出


3 は虫類・両生類
a)現地確認種

芦田川流域では、は虫類・両生類調査は行われていませんが、2003年11月の現地踏査時にミシシッピアカミミガメ、クサガメが確認されています。
表1-7　芦田川河道部で見られたは虫類一覧表
[image: image7.emf]備考
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種

1

ｶﾒ目

ｲｼｶﾞﾒ科 ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ Trachemys scripta elegans ○

2 ｸｻｶﾞﾒ Geoclemys reevesii

No.

分　　　　　　　　　　類 貴重種の抽出


[image: image8.emf]アカミミガメ

クサガメ


b)文献調査

『大阪府野生生物目録』（2000.3大阪府）によれば、芦田川が位置する泉北地域におけるは虫類の生息状況は、下表の通りと示されています。

表1-8　泉北地域で生息に関する情報が報告されている野生生物（は虫類）
[image: image9.emf]備考

目名 科名 種目 学名
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1

ｶﾒ目

ｳﾐｶﾞﾒ科 ｱｶｳﾐｶﾞﾒ Caretta caretta Ⅱ Ⅰ

2 ｲｼｶﾞﾒ科 ｸｻｶﾞﾒ Geoclemys reevesii

3 ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ Chrysemys scripta

4 ｲｼｶﾞﾒ Mauremys japonica 要

5ﾄｶｹﾞ目 ﾔﾓﾘ科 ﾔﾓﾘ Gekko japonicus

6 ｶﾅﾍﾋﾞ科 ｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus spinalis

7 ﾍﾋﾞ科 ｼﾏｴﾋﾞ Elaphe quadrvirdata

8 ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ Elaphe climacophora 要

9 ﾔﾏｶｶﾞｼ Rhabdophis tigrinus

No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類



また、両生類の生息状況は、『大阪府野生生物目録』（2000.3大阪府）によれば、芦田川が位置する泉北地域では、下表の通りと示されています。
表1-9　泉北地域で生息に関する情報が報告されている野生生物（両生類）
[image: image10.emf]備考

目名 科名 種目 学名
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移

入

種

1

ｻﾝｼｮｳｳｵ目

ｻﾝｼｮｳｳｵ科 ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｵ Hynobius nebulosus Ⅱ

2 ﾌﾞﾁｻﾝｼｮｳｵ Hynobius naevius 準

3 ｵｵｻﾝｼｮｳｵ科 ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ Megarobatrachus Japonicus 準 Ⅱ

4 ｲﾓﾘ科 ｲﾓﾘ Cynops pyrrhogaster 要

5ｶｴﾙ目 ﾋｷｶﾞｴﾙ科 ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus 要

6 ｱﾏｶﾞｴﾙ科 ｱﾏｶﾞｴﾙ Hyla japonica

7 ｱｶｶﾞｴﾙ科 ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ Rana tagoi

8 ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ Rana ornativentris

9 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ Rana nigromaculata

10 ﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ Rana porosa brevipoda Ⅱ Ⅰ

11 ﾇﾏｶﾞｴﾙ Hyla japonica

12 ｳｼｶﾞｴﾙ Rana Catesbeiana ○

13 ﾂﾁｶﾞｴﾙ Rana rugosa

14 ｱｵｶﾞｴﾙ科 ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus schlegelii 要

15 ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ Buergeria buergeri 要

No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類


出典：大阪府野生生物目録（大阪府2000.3）
4 甲殻類等
a)現地確認種

2000年9月に実施された甲殻類調査では、スジエビが確認されています。
表1-10　芦田川河道部の甲殻類調査結果
[image: image11.emf]備考
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1エビ目 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens 32個体

確　認　場　所

No.

分　　　　　　　　　　類 貴重種の抽出


出典：「二級河川芦田川他多自然型護岸検討委託報告書」（平成13年、大阪府鳳土木事務所）
[image: image12.emf]スジエビ


5 底生動物
a)現地調査

2000年9月に実施された底生動物調査では、計11種類の底生動物が確認されています。ただし、巣を作ったり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(ほふく),匍匐)しながら石礫の付着生物を餌とする種や汚濁に耐えられない種がほとんど確認できず、他の河川とくらべて出現種は少ないものと評価されます。また、ミミズ類やユスリカ類といった移動性の低い底生動物が多く、石礫表面を利用する種や羽化して遠くに移動する種、陸上に卵を産み付ける種は確認できていません。
表1-11　芦田川の底生動物調査結果
[image: image13.emf]備考

目名 科名 種目 学名
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1

ナガミミズ目

イトミミズ科 エラミミズ Branchiura sowerbyi

160個体

2 ユリミミズ属 Limnodrilus sp.

304個体 176個体 8個体

3 イトミミズ属 Tubificidae sp

32個体

4咽蛭目 ウオビル科 ナミイシビル Erpobdella octoculata 

8個体

5ワラジムシ目ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorhi

112個体 32個体

6ハエ目 ユスリカ科 フチグロユスリカChironomus circumdatus

16個体 88個体112個体 24個体

7 ウスイロユスリカChironomus kiiensis

368個体128個体464個体 48個体

8 ハモンユスリカ属Polypedilum sp. PT

16個体 64個体 24個体

9 モンユスリカ科コンカペロピア属Conchapelopia sp.

16個体 8個体

10 エリユスリカ科ツヤユスリカ属 Chicotopus sp. CP

16個体

11 エリユスリカ属 Orthocladius sp. CA

16個体 8個体

No.

確　認　場　所

分　　　　　　　　　　類


出典：「二級河川芦田川他多自然型護岸検討委託報告書」（平成13年、大阪府鳳土木事務所）
6 
魚介類
a)現地確認種

2000年9月に実施された魚介類調査では、魚類は確認されませんでしたが、貝類が3種類確認されました。2003年11月に実施した現地踏査において、河口部から南海本線までの区間で汽水域に生息するボラや、コイが確認されています。
表1-12　芦田川魚介類調査結果
[image: image14.emf]備考
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ニナ目

タニシ科 マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta Ⅱ 16個体 48個体

2 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica 16個体

3モノアラガイ目サカマキガイ科サカマキガイPhysa acuta 168個体

136個体

確　認　場　所

No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類


出典：「二級河川芦田川他多自然型護岸検討委託報告書」（平成13年、大阪府鳳土木事務所）

表1-13　現地踏査確認種

[image: image15.emf]備考
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コイ目

コイ科 コイ Cyprinus carpio 

2

スズキ目 ボラ科

ボラ Mugil cephalus cephalus 

No.

分　　　　　　　　　　類 貴重種の抽出


[image: image16.emf]ボラ

コイ


[image: image17.emf]
図1-6　「二級河川芦田川多自然型護岸検討委託」調査位置図
7 
鳥類
a)現地確認種

芦田川流域では、鳥類調査は行われていませんが、2003年11月の現地踏査時にコサギ、ゴイサギ、アオサギ、キセキレイ、セグロセキレイ、ハクセキレイが確認されています。
表1-14　芦田川河道部で見られた鳥類一覧表
[image: image18.emf]備考

目名 科名 種目 学名
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1コウノトリ目サギ科 コサギ Egretta garzetta

2 ゴイサギ Nycticorax nycticorax

3 アオサギ Ardea cinerea

4スズメ目 セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea

5 セグロセキレイ Motacilla grandis

6 ハクセキレイ Motacilla alba

No.

貴重種の抽出 分　　　　　　　　　　類
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図1-7　現地確認位置図
信太山の自然環境について

芦田川の上流域に当たる信太山周辺は、そのほとんどが自衛隊の演習地となっているため、豊かな自然環境が残されています。
(4) 植物
点在する湿地にはトキソウやイシモチソウ、サギソウなどの絶滅危惧種などが生息しています。
表1-15　信太山で絶滅が危惧されている植物

[image: image21]
出典：信太の森ふるさと館展示資料
(5) 昆虫類
信太山では、トンボ類をはじめ昆虫相も豊かであり、ハッチョウトンボやジャノメチョウ、ウスバカマキリ、クルマバッタなど他では見られなくなった貴重な種類が多く残っています。トンボでは9科46種が確認されています。

表1-16　信太山のトンボリスト

[image: image22]
出典：信太の森ふるさと館展示資料

(6) 鳥類
信太山周辺では、年間100種を超える野鳥を見ることができます。
表1-17　信太山で見られる貴重種（鳥類）

[image: image23]
出典：信太の森ふるさと館展示資料
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※①環境省レッドL：環境省レッドリスト


　　絶：絶滅（EX)、野：野生絶滅（EW)、ⅠA：絶滅危惧ⅠA類（CR)、ⅠB：絶滅危惧ⅠB類（EN)、Ⅱ：絶滅危惧Ⅱ類（VU)


　　 準：準絶滅危惧（NT)、情：情報不足（DD)、付：付属資料「絶滅のおそれのある地域固体群（LP)」


　②近畿レッドD：改訂・近畿地方の保護上重要な植物　－レッドデータブック近畿2001－


　　 絶：絶滅種、Ａ：絶滅危惧種Ａ、Ｂ：絶滅危惧種Ｂ、Ｃ：絶滅危惧種Ｃ、準：準絶滅危惧種


　②近畿レッドD：近畿地区鳥類レッドデータブック


　　 絶：絶滅（EX)、野：野生絶滅（EW)、ⅠA：絶滅危惧ⅠA類（CR)、ⅠB：絶滅危惧ⅠB類（EN)、Ⅱ：絶滅危惧Ⅱ類（VU)


　　 準：準絶滅危惧（NT)、情：情報不足（DD)、地：地域固体群（LP)


　③大阪府レッドD：大阪府における保護上重要な野生生物　－大阪府レッドデータブック－


　　 絶：絶滅、Ⅰ：絶滅危惧Ⅰ類、Ⅱ：絶滅危惧Ⅱ類、準：準絶滅危惧、


　　 情：情報不足（情報が得られ次第「準絶滅危惧」またはそれ以上のランクに移行する可能性を有するが、


　　　　　　　　　現時点ではカテゴリーを評価するに足る情報が不足している種。）


　　 要：要注意（「絶滅」「絶滅危惧」「準絶滅危惧」「情報不足」の区分以外で大阪府において保護上重要なもの。）
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出典：大阪府野生生物目録（大阪府2000.3）
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